
＊ 一部内容は、以下の冊子を引用・準拠するものです。  

「育林の視点からみた列状間伐のガイドライン」 ISBN 978-4-902606-58 

            （独立行政法人 森林総合研究所 監修 林野庁 森林整備課） 

列状間伐の利点と作業上の要点  
＜参考資料＞





＊  岐阜県  民有林における調査結果による  
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入開山列状間伐地の直径階分布 （589林班 ち と 小班）　

0 10 20 30 40 50
0

200

400

600

800

1000

個
　

体
　

数

D　B　H  （ｃｍ）

B 地点： H3 = 28 %  定性  H14 = １伐2残 

0 10 20 30 40 50
0

200

400

600

800

1000

個
　

体
　

数

D　B　H  （ｃｍ）

D 地点： H3 = １伐４残　H14 = 30 %  定性 

0

200

400

600

800

1000

林
 分

 材
 積

 （
m

3  / 
ha

）

D　 B E
0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

単
 木

 材
 積

  （
m

3 ）

E 地点： 無間伐

D 地点： H3 = １伐４残　H14 = 30 % 定性 

B 地点： H3 = 28 % 定性  H14 = １伐2残

入開山列状間伐地の林況数値 （589林班 ち と 小班）　

※ 黒棒：Y軸の数値　白棒：R軸の数値 を示す　

列状間伐と定性間伐の組み合わせによる保育作業としては、
林冠閉鎖の後に、定性下層間伐で小径木を取り除き、２回目
以降の密度調整に列状間伐を用いる、手順が考えられます。

これは、曲がり、キズ、枯れなどの劣性形質を持つ個体の
生育が遅れる事を利用して行われます。

列状間伐を行う際に、密度調整、収穫の視点に重点を置く
作業が可能となり効率、品質を両立する生産をもたらします。

＊  入開山  ヒノキ列状間伐地（2010 年  調査資料による）  



＊  秋田県  民有林における調査結果による  



列状間伐の利点と作業上の要点

●伐採木を機械的に選定出来るので、伐木選定が容易である。
● 伐採時の掛かり木発生が少なく、能率的で安全な作業になる。
●高性能機械の導入に適し、伐採木の集材を安全に行える。
●定性間伐の併用により、形質の良い林に仕立てることが可能となる。

お わ り に

スギ・ヒノキ等の林が概ね40～50年生の林に成長し、国産材の供給可能量が年々増
加しています。供給にあたっては、植栽を伴う皆伐ではなく、伐期を延長し植栽・初期
保育コストを要しない間伐方式が提案されています。とりわけ、施業の団地化、路網整
備、機械化等の一連の低コスト集材の一環としての “列状間伐” が注目され、採算の
合う林業への期待が高まっています。

採算の合う林業を行うために低コストで出材することは、今後益々、重要になるで
しょう。このためには、乱伐・地表撹乱をせず、列状間伐後に残される林の健全な成長
を考えながら、作業を計画・実行していくことが重要です。




